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『新
板

福
山
城
』
で
の
御
用
米
蔵
の
記
述

③

北

　

側

鬼
門
櫓
と
西
の
乾

櫓

（五
間
半

二
二
間
半
の
二
層
）
の
間
は
渡
櫓
で
つ
な
い
で
い
た
が
、
中
央
に
五
千
石
蔵
に
通

じ
る
御
蔵
口
御
門

（五
間
半

上
二
間
）
が
あ
り
、
現
在
の
城
北
広
場
や
福
寿
会
館
の
存
在
す
る

一
郭
に
達
す
る
。
こ
こ

に
は
御
用
米
蔵
が
数
棟
存
在
し
、
五
千
石
蔵
と
も
称
し
、
水
野
家
時
代
に
幕
府
か
ら
預
か
っ
た
米
を
貯
蔵
し
て
い
た
。

寛
永
十

一
年
五
月
、
九
州
の
豊
後
か
ら
一量
肘
に
納
入
す
る
米
五
千
石
を
預
か
っ
て
貯
蔵
し
た
記
録
が
あ
り
、寛
永
十
六
年

に
は
、
備
中
成
羽
か
ら
の
米
五
千
石
を
預
か
り
、
こ
れ
は
築
切
に
あ
つ
た
浜
の
蔵
に
貯
え
、
合
計

一
万
石
を
収
穫
期
に

は
預
か
り
、
古
米
を
売
り
は
ら
つ
て
は
新
米
に
取
り
か
え
て
、
有
事
に
備
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
古
米
が
出
る
の
で
、

福
山
の
武
士
や
町
人
は
い
つ
も
古
米
を
食
べ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

寛
文
元
年
十
月
に
は
、
幕
命
に
よ
り
五
千
石
を
塩
飽
島
の
舟
で
江
戸
に
送
り
、
ま
た
翌
年
五
千
石
を
預
か
り
、
そ
の

後
、
た
び
た
び
江
戸
へ
送
り
、
飢
き
ん
の
年
に
は
救
助
米
と
し
て
各
地
に
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
か
ら
預

か
っ
た
米
を
貯
蔵
し
た
の
が
こ
の
五
千
石
蔵
で
あ
っ
た
が
、
阿
部
一一餐

下
箪
萱
土
阿
部
正
福
の
享
保
時
代
に
救
助
米
と
し

て
対
馬
や
赤
間
関
に
廻
送
し
て
以
後
は
預
か
ら
な
い
の
で
、
自
然
と
建
物
も
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
の
福
寿
会
館
は

そ
の
大
部
分
の
地
を
占
め
て
い
る
。
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『久
松
城
』
で
の
御
用
米
蔵
の
記
述

３
　

北
側

の
櫓

と
五
千
石
蔵

鬼

門
櫓

と
西

の
乾
櫓

（
五
間
半

・
三
間
半

）
三
層
櫓

の
間

は
渡
櫓

で

つ
な

で

い
た
が
、
中
央

に
五
千
石
蔵

に

通
じ

る
御
蔵

口
御
門

（
五
間
半

・
三
間

）
が
あ
り
、
現

在

の
城
北

コ
ー
ト
や
福
寿
会
館

の
存
在
す

る

一
角

に
達

す

る
。

こ
こ
に
は
御
用
米
蔵

が
数
棟
存
在
し
、

五
千
石

蔵

と
も
称
し
、
水
野
家
時

代

に
幕
府

か
ら
預

か

っ
た
米

を
貯
蔵
し

て

い
た
。
寛
永
十

一
年
五
月
九
州

の
豊

後

か

ら
幕
府

に
納

入
す

る
米
五
千

石
を
預

か

っ
て
貯
蔵
し

た

記
録

が
あ

り
、
寛
永
十

六
年

に
は
備
中
成
羽

か
ら

の
米

五
千
石
を
あ
ず

か
り
、

こ
れ

は
築

切
町

に
あ

っ
た
浜

の

蔵

に
貯
え
合
計
十
万
石
を
収
穫
期

に
は
あ
ず

か
り
、
古

米
を
売

り
は
ら

っ
て
は
新

米

に
取

り

か
え
て
、
有
事

に

備

え
た

の
で
あ

る
。

こ
の
古
米

が
出

る

の
で
、
福

山

の

武
士
や
町
人

は

い
つ
も
古
米

だ
け
を
食

べ
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

寛
文
元
年
十
月

に
は
幕
命

に
よ
り
五
千
石
を
塩
飽
島

の
舟

で
江
戸

に
送

り
、
ま

た
翌
年
五
千
石
を
あ
ず

か
り
、

そ

の
後
た
び
た
び
江
戸
や
、
救

助
米

と
し

て
各

地

に
き

さ

ん

の
年

に
送

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
幕
府

か
ら

あ
ず

か

っ
た
米
を
貯
蔵
し
た
の
が
こ
の
五
千

石
蔵

で
あ

っ

た
が
、
阿
部

正
福
享
保
時
代
救

助
米

と
し

て
対
馬
や
、

赤
間
関

に
廻

送
し

て
以
後
は
あ
ず

か
ら
な

い
の
で
自
然

と
建
物
も
く
ず

れ
て
し
ま

っ
た
。

い
ま
福
寿
会
館

は
そ

の
大
部

分

の
地
を
占

め
て

い
る
。
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亀

『
水
野
記
』
に
お
け
る
御
用
米
の
記
述

兵
根
米
之
事

一
備
後
福
山
城
附
兵
根
米
　
士τ
万
石

右
城
附
米
五
千
石
者
寛
永
十

一
年
甲
戊
五
月
二
日
小
笠
原
信
濃
守

殿

同
壱
岐
守
殿
ι
請
取
之
、
五
千
石
者
寛
永
十
六
年
卯
十
月
廿

六
日
山
田
五
郎
兵
衛
殿

猪
飼
二
郎
兵
衛
殿

中
村
杢
右
衛
門
殿
オ

請
取
之
都
合
壱
万
石
古
日
向
守

二
御
渡
し
積
置
候
処
、
寛
文
元
年

丑
十
月
五
千
石
者
可
致
返
上
之
旨

二
付
致
上
納
候
、
又
翌
年
寅
五

月
右
五
千
石
代
銀

二
而
御
渡
シ
請
取
之
候
、
天
和
元
年

二
又
五
千

石
可
致
返
上
之
旨

二
付
致
上
納
、
又
御
渡
し
被
成
候

二
付
、
壱
万

石
城
内
之
蔵

二
積
置
、
俵
数
相
改
さ
セ
今
度
残
置
候
、
以
上

套
罐
は
参
丘君

元
隷
十

一
年
寅
八
月
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『水
野
記
』
に
見
る
御
用
米
蔵

一
福
山
城
下
倉
数

一
御
城
附
兵
根
倉

東三
間
梁
桁
行
拾
間

東菫
問
梁
桁
衛
拾
問

三
問
梁
桁
行
拾
間

三
間
梁
桁
行
拾
間

中三
間
梁
桁
行
弐
拾
五
間

中三
間
梁
桁
行
弐
拾
五
間

西三
間
梁
桁
行
拾
間

外
式
間
梁
桁
行
五
間

二
聞
梁

二
五
聞

一
米
倉

孵
懸
酸
　
　
但

弐
拾
六
戸
前

西

一
ノ

・一饉
嘲
桁
行
国
拾
八
聞
　
　
八
戸
前

内
は鶴畔麒
壱
戸藤門
ノ東
　
但
裁麟
一一型
敵
ン噺

か
き

三ノ
間
梁
精
行
拾
九
間
　
　
　
四
戸
前

但

此
外
二
門
壱
ケ
所
右
間
間
宥
り

三
間
梁
桁
行
拾
間
半

三
間
梁
桁
行
二
拾
壱
間

中

ノ
ロ
南

三
間
梁
桁
行
二
十
間
半

中

ノ
ロ
南

三
間
梁
桁
行
拾
六
間
半

〆九
尺
梁
桁
行
三
間

但

誓
紙
蔵

外

二
九
尺

二
弐
間

弐
間
梁

二
三
間
半

一
米
倉
　
笏
晰
麟
之
　

一
一十
戸
前

三
間
梁
桁
行
弐
拾
五
間
半
　
　
五
戸
前

但
シ
稀
防
間
半
　
弐
棟
間
・一裏
門
有
り

但
シ
是
ハ
弐
間
半
梁

三
間
梁
桁
行
拾
七
間
　
　
　
　
一三
戸
前

同
　
　
　
　
拾
間
　
　
　
　
　
一
一戸
前

同
　
　
　
　
四
拾
七
間
半
　
　
九
戸
前
折
廻
し

同
　
　
　
　
七
間
　
　
　
　
　
壱
戸
前

弐
戸
一騨

同同同五
戸
一騨

同武
戸
前

算
用
所
壱
ケ
所

番
離
壱
ケ
所

一
〓
戸
一剛

四

戸

一剛

同一≡
戸
一削

士τ
一戸
一削

算
用
所
三
ケ
所

番
所
壱
ケ
所

外

二
組
開
梁
　
算
用
所
番
所
壱
ケ
所

一
扶
持
方
蔵
　
　
八
戸
前

弐
間
梁
桁
行
弐
拾
七
間
半
　
　
　
　
七
戸
前
折
廻
し

同
　
　
　
　
四
間
　
　
　
　
　
　
　
明
俵
蔵
壱
戸
前

外
　
栽
開録
一嗽剛
　
　
様
酬初猜”所

是

ハ
明
俵
蔵
之
内
仕
切
番
屋

二
仕
候
故
別
棟

二
而
無
之
候

惣
棟
数
　
弐
拾
弐
ケ
所

但

七
拾
四
戸
前

〔
朱
書
〕

「城
下
深
津
郡
」

一
福
山
城
地
惣
間
数
之
事

一
弐
百
四
拾
間
　
　
　
　
東
西

一
弐
百
四
拾
壱
間
　
　
　
南
北

内
本
丸

百
九
間
　
東
西
　
　
百
二
拾
壱
間
　
南
北
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『福
山
領
分
語
伝
記
』
に
見
る
御
用
米
蔵

一
、
御
城
米
御
受
取
御
証
文
之
写
、
両
度
之
分
二
而
都
合
壱
万
石
。

覚

一
、
五
千
石
ハ
京
升
也
、
豊
後
よ
り

右
者
備
後
福
山
御
蔵
二
納
、
値
二
受
取
置
申
候
為
二後
日
一如
レ件
。

小
笠
原
信
濃
守
殿

小
笠
原
壱
岐
守
殿

一
、
五
千
石
は
京
升
也
　
備
中
よ
り

右
者
備
中
成
羽
領
寅
ノ
歳
米
、
福
山
御
蔵
二
納
、
惟
二
受
取
置
申
候
為
〓後
日
一如
件
。

山
田
五
郎
兵
衛
殿

猪
飼
次
郎
兵
衛
殿

中
山
杢
右
衛
門
殿

福
山
領
分
語
伝
記

『備
陽
六
郡
志
』
に
見
る
御
用
米
蔵

一
ｂ
天
守
之
後
帯
曲
輪
、
蔵
口
門
之
外
、
御
城
米
蔵
有
、
五
千
石
ビ
云
ｏ

水
野
家
の
御
代
よ
♭
壼
万
石
御
預
米
有
、
五
千
石
を
濱
の
蔵
に
入
「

五
千
石
ハ
此
蔵
に
被
入
置
「
働
而
五
千
石
共
御
城
米
共
云
。
燃
庭
近

茶
御
用
米
ご
可
唱
由
被
仰
渡
「
正
史
公
御
代
封
州
府
中
へ
武
千
百
石

長
州
赤
間
か
開
江
七
千
式
百
石
、
御
廻
米
被
仰
付
「
共
以
後
御
預
米

無
之
故
、
廻
場
役
所
等
も
朽
倒
れ
．
御
威
も
大
破
に
及
候
に
付
ぅ
三

問
拾
間
の
蔵
式
ケ
所
、
三
間
二
式
拾
五
間
之
蔵
壼
ケ
所
、
寛
延
三
年

之
春
被
崩
。
三
間
二
拾
間
の
疲
三
ケ
所
、
三
間
式
拾
五
間
の
蔵

一
タ

所
相
残
。

一
、
上
之
坪
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脚

棚

鯰
小
場
家
絵
図

貞
享
元
年
福
山
城
図

安
永
三
年
福
山
城
内
絵
図


